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「生涯学習市民開放プログラム」と
その功用
正式名称が 「福井大学共通教育センター生涯学習市民開
放プログラム」(以下、「生涯学習市民開放プログラム」と
略称)という長い名前のこの制度は、今年2月8日には8回
目の受講生交歓会を催した。
2002年3月まで任にあった埜村守共通教育センター長
共通教育センター副センター長
教育地域科学部 社会系教育講座 山根 清志
(工学部 ・当時)の強い思い入れと大変な尽力で実現するこ
ととなり、2002年4月からこの制度は実施に移された。
縁あってのことなのだろうか、「生涯学習市民開放プログラ
ム」がはじまってから最初の2年間が、私の共通教育セン
ター長としての2年間とちょうど重なった。全国でもはじ
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めてのこころみということで始められた 「生涯学習市民開
放プログラム」であり、当初は、受講者が果たしているの
か、或いは思いもかけない不都合が起こりはしないかと、
あれこれ気を回した。だが今日では、それもたんに杞憂に
過ぎなかったかのようにみえる。2002年前期の受講者62
名にはじまって、今期2005年後期の受講者61名まで、当
該地域社会の生涯学習熱のもとで受講者については毎期ほ
ぼ安定した数を刻んできている。各期受講者のうち新規登
録者数と受講継続者数との比率は、13:87から49:51
までさまざまだが、受講継続者数一いわゆるリピーターの
比率がおしなべて高いのが特徴である。2004年度には受
講者の同窓会も組織された。こうした諸点を含めて、これ
までのところ、とりあえずこの制度は定着したと見なして
よいであろう。
ところで、この 「生涯学習市民開放プログラム」に対し
て私は毎年前 ・後期と1科目ずつ2種類の授業科目を開いて
いる。そして今日まで4ヶ年度通算8期の間、最初の2002
年前期を除いてはいつも1名以上の市民の受講者があった
ように記憶する。そうした中、これまでを思い返してみる
と、市民の受講者のいる授業は学部受講学生だけの授業よ
り緊張し、授業を終わったあとの疲労感も正直なところは
るかに大きかったように思う。無論、いい意味においての
ことである。最近もこういうことがあった。
昨年12月はここ20年 以上なかったような大雪となっ
た。しかも狙ったように15日・22日と連続して木曜日の
朝が大雪にみまわれた。そして15日も多分に似たようなも
のであったとはいえ、事態が極まったのは22日の方であっ
た。22日朝8時40分を数分すぎていつもの教室に行くと、
3名の市民受講者の姿があるのみで学部受講学生はゼロで
あったのである。その後ポツポツと学部受講学生も出てき
たのであったが。今期の私の授業への市民受講者は3名で
あるから、こちらは全員時間通りの出席であった。
うかがったことはないけれども、市民の受講者はそれぞ
れ年齢的にも私より人生の先輩であるように見うけられる。
かきね めん た ひと な
「牆に面して立たば、人を成さざるなり」(かきねに向かっ
て立っているかのように、視野が狭 く知識の少ない人は、
一人前の人間になることができない)との中国の名言があ
るが、上記のような市民受講者の方々にみとめられる強い
知的欲求にたいして、私は正面から応えなければならない
と考えている。それに、席を同じくする学部受講学生へも
そのような授業形態がなにがしかの良い影響をあたえない
はずはないと今も確信している。
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